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ブ ドウ灰色かび病菌 Botrytiscinereaのブ ドウ果粒

および葉上での繁殖

後藤 昭二 ･青野 力三

propagationofGreyMoldofGrape,Bolrytis

cinerea,onGrapeBerriesand Leaves.
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ThelnstutiteofEnologyandViticulture,YamanashlUniversity,Kofu400

pathogenicityofgreymoldofgrape,Botryt" cmerea･ongrapeberriesandlea･

veswasstudied.Sevenstrainsof R clnereaWaSClassifiedInto3types,L(large),

M(moderate),andW(weak),onthebasisofthelesIOnOnleafofMuscatBailey A･

This classificat10m almostagreed withthedegreeofpropagationofthemoldon

grapeberriesofKoshuandDelaware･Allsrainsuseddidnotorveryweaklygrow

on the berriesofKoshu,butdid wellon Rieslingand Semillon.Ontheberryof

Delaware,L andM typestrains couldpropagate,butW typestrainsgrew weakly･

Onthewax-freeberrleS,allstrainscould

わが国のブ ドウ栽培では従来,灰色かび病菌の顕著

な発生例は殆んどなかったようであるが,近年 ヨーロ

ッパ系品種の栽培が多くなるにつれてその発生例が多

くなっているようである.一般にわが国在来の甲州種,

気候風土に定着してきたDelawareや交配種の

MuscatBaileyAなどは灰色かび病菌に浸され稚 く,

Rieslingや Semillon といったヨーロッパ糸品種は感

染 し易いことが経験的に知られている.

著者らは1)先に山梨県下のブ ドウ圏から灰色かび病

菌,Botrytiscl'nerea lOO菌株を分弧 同定し,こ

れら菌株の病原性をレタス葉上での病斑形成から病原

性強大なし型と弱小なW型とに分類,報告 した.

本報では,これら菌株のなかから代表的な数菌株を

選定 してブ ドウ葉上 と果粒上における繁殖状況を観察

し,各菌株およびブ ドウ品性による繁殖程度の相違,

さらに B.cLnerea の紫姫に対する表皮ワックスの効

用などについて研究した結果を報告する.

propagatev'erywell.

実 験 方 法

供試菌株 著者らが1)先にブ ドウから分雛,同定

した B.cLnerea の中の 7菌株-BC-025,-045,

-080,-091,-102,-114,-132-を選択,供試

した.

ブドウおよびレタス葉上での供試菌株の繁殖試験

供試菌の前培養,培輩方法などは前額 日と同様に行

なった.ブ ドウ葉は MuscatBaileyA の 5月下旬採

取の若菜 (大きさ ･7- 9×7- 9cm2)とやや大きな

成熟菓 (大きさ ･13-15×13-15cmz)とを用いた.前

轍においては病寛の大きさ7.5cmz以上をL,7.5cmz以

下をWとして表示 したが,本報では15cmz以上をL,7

-15cm'をM,7cmz以下をWと表示した.

ブドウ果粒上での供託菌株の繁殖就験方法 供試

ブ ドウには Delaware,Riesling,Semi1lon, 甲州 の4

品種の成熟果を用いた.果粒は水道水,次いで殺菌水

で洗浄した.あらかじめ供試菌株はPDA (potato-
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dextrose-agar)平板培地に20℃,7日間培養 して,

胞子が形成したところに,洗浄した果粒を直接,接触

させることによって接種 した.胞子を接種 した果粒は,

深底ペ トリー皿内に用意した金網上にならべ20℃で4

週間培養 した.ペ トリ一皿内は殺菌水を浸潤 した減紙

片を置いて湿室 とした.なお,本実験は 1回の試験に

果粒10-18個を用い2年間で4回の試験を行った.結

果は4回の実族の平均値をとり,供試果粒数に対する

供試菌株が繁殖した果粒数 (%)として表わした.同

時に供試菌を接種 しない対照試験も行った.

ブドウ果粒から表皮ワックスの除去 クロロホル

ム,エタノール (99%V/V),石油エーテル (b.p.40-

60℃)の 3種の溶媒をそれぞれ用いた.ワックスの抽

出除去は MartinZ)の浸漬法に準じて行った.すなわ

ち,溶媒 100mEを入れた 250mE容ビーカーを第1から

第 3までの 3個用意する.供試ブ ドウ果粒を第 1ビー

カーに約 1分間浸漬し,続いて第 2,第 3ビーカーの

同一溶媒中に順次浸漬した.この果粒を風乾,殺菌水

で洗浄後,前項同様にして供試菌を接種,培養した.

果粒浸漬後の溶媒は溜去 し,重量を測定して果粒表

皮からの除去ワックス量 (FIG/mm7) とした 1-3)

結果および考察

B.cinerea のブドウ葉 と果粒上での繁殖 供

試 7菌株のブ ドウ葉上 とレタス葉上での繁殖 (病凝形

成)状況を,培養 6日目の病斑の大きさによって,L

(>15cmz),M (7-15cm2),W (<7cmz)として

Tablelに示した.また,L,M,W各タイプのブ ド

ウ葉上での病斑形成の過程をFig.1に示 した.この結

果から解るようにBC-025,-045,-080,-114の

4菌株は,レタス葉上 と7oドゥ葉上での病斑タイプは

ほぼ一致していた.ただし,BC-091と BC-102

のレタス葉上での結果は,前回1)はL (M)型であっ

たが,本実験ではW型となるといった相違がみられた.

また,BC-091の ブ ドウ兼上での結果はL型で前回

のレタス葉上の結果と一致 し,BC-102では ブ ドウ

葉上 と本回のレタス葉上ともW型で一致した.BC-
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Fig･1 Developmemtofthelesionongrapeleaf
(MuscatBaileyA)byL,M,andWtype
strains.

Table1 PropagationofBotryliscLnereaOngrapeandlettuceleaves.

Onlettuce一eaf

strain Gotoetal, 1) ongrapeleafa)

1980

BC-025

BC-045

BC-080

BC-091

BC-102

BC-114

BC-132

b
W
M

L
W

W
M

L

W
L

L
L

L
L

W

W
L

L
L

W

M
L

Incubationwascarriedoutat20℃ for 6 days.

a)youngandsmallleaf(7-9x7-9cm)ofMuscatBaileyA wasused.

b)degreeoflesion,W-7C叫 M-7-15叫 L-15cd.
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132は前回と本国とのレタス葉上での結果と異なり,7

ドウ葉上での結果はL型で,本回のレタス葉上の結果

と一致した.このような相違の原因は不明であるが,

基質となる植物体の選択,接種胞子の数などについて

さらに検討が必要であろう.

なお,ブ ドウ葉は採取期によって B.cinerea の繁

殖 (病斑形成)が著しく異なりL,未熟な若葉に比べ,

成熟したと思われる大型葉での繁殖は著しく悪 くなり

W型の菌株は繁殖 (病斑形成)が認められないことが

多かった.

B.cinerea のブドウ果粒上での繁殖 経験的に

灰色かび病菌に強いといわれている甲州種,Dela-

ware と繁殖し易いといわれる Riesling,Semi1lonの

4品種の果粒を供試し,B,cmerea 7菌株の各果粒

上での繁殖の程度を観察した.繁殖の程度は,供試全

果粒数に対する繁殖した果粒数の比 (%)としてTable

2に表示した.

甲州種においてはBC-025,-102,-132の3菌

株は全く繁殖が認められず,他の4菌株の繁殖率 も22

-33%と悪かった.Dela､vare においては,BC-132

は繁殖せず,BC-025と -102は繁殖率 6-12%と

低率であったが,他の4菌株は46-62%と比較的良好

であった.RieslingとSemillon に対しては,Ries-

1ingに対するBC-102の場合を除き,繁殖率はいず

れも50-88%と良好であった.

以上のような各ブ ドウ品種におけるB.clnerea の

紫根試験の結果はRieslingや Semillon は灰色かび柄

菌に感染し易い品種であり,甲州種は感染し難い,と

いった従来からの経験的な知識を裏付けるものであっ

た.他方,B.cinereaの菌株間にも果粒上に繁殖容易

なものと困難を菌株があり,特にDelaware, 甲州種

を対象としたとき,その差が明瞭であった.この差は

レタスやブ ドウ葉上での病斑形成能の差とおおよそ一

致するものであった.

なお,ブ ドウ品種によるB.cinerea の繁殖 (灰色

かび病菌抵抗性)の差や菌株による果粒上での繁殖の

垂については解明されておらず今後の研究が望まれる.

また,本実験では果粒への接種胞子数を的確に計数す

る手法が確立できず,接種胞子数を無視した結果にな

っているが,胞子数は胞子の発芽,発病と密接な相関

があると思われるので,手法上の今後の解決が要求さ

れる.

表皮ワックス除去果粒上での B.cinerea の繁殖

表皮ワックスをそれぞれクロロホルム.エタノール,

石油エーテル (ら.p. 40-60℃)の3種の溶媒で除去

した甲州種果粒上での B.cmerea の繁殖状況を観察

した.結果は 1ゝble3に示した.また,各溶媒での抽

出ワックス丑も同時に示した.

クロロホルムで除去処理した甲州果鹿には,未処理

果粒上には繁殖が認められなかったBC-025,-132

も含め,全菌株とも100%の紫殖率であった.エタノ

ール,石油エーテル処理果粒では16-33%の繁殖率で

僅かに処理効果が認められた.

クロロホルムは表皮全ワックスを抽出する 4,5.6)

Table2 PropagationofBolryliscinereaonvariousgrapeberries.

Varietiesofthegrapes

Strain Koshu Delaware Rieslhg

BC-025

BC-045

BC-080

BC-091

BC-102

BC-114

BC-132

_
0

2

3

7

0

2

0

2

3

2

2

6

6

6

2

2

0

0

4

5

6

1

5

0

3

8

8

6

00
5

7

8

8

8

5

8

5

Incubationwascarriedoutat20℃ for 28 days.

a) %:NumberofberriesonwhichB.Cinereapropagated/totalntlmberofberries
used.
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Table3･ PropagationofBolrylLSCinereaonwax-freegrapeberry.

Strains

Amountofthe

waxremoved

bysolvent

solventa) BC1025 BC1045 BC-091 BC-114 BC-132(Fig/mm2grapesurface)

chloroform 100b) 100 1(0
Ethanol(99% Ⅴ/v) 16 33

Petroleum ether
(b.p.40-60C) 16 16

Intactberry 0 ll 16

100 100 4.03

0.29

0.27

11 0 0
GrapeberrywasusedthewhitevarietyofKoshuandculturewasincubatedat

20℃ for28days.

a)Solventsusedtoremoveofthesurfacewax.Theextractionwascarriedoutby
Martin′smethodl).

b)%,Numberof berriesonwhichB･cenereapropagated/totalnumber9fberries

used.

ことから,処理果粒は防壁としてのワックスが除去き

れて表皮細胞が露出あるいは死滅LB.clnerea の繁

殖をうながすものと思われる.これに対して石油エー

テルやエタノールは表皮ワックスの一部の溶解能しか

ないこと4)から,ワックス主成分である Oleamolic-

acid その他のワックス成分が残 りB.cinereaの浸入,

繁殖に対する防壁をなしているものと思われる.これ

らのことは,表皮ワックスが病害蘭に対して防壁とし

ての役割説を裏付けるものであろう.

要 旨

ブ ドウ灰色かび病菌 Bolrytiscinereaのブ ドウ果

粒および葉上における繁殖について検討した.

供試 7菌株は MuscatBaileyA 葉上での病斑面横

から強大なし,中間的なM,弱小なW型に分けられた.

この群別は-,二のブ ドウ品種果粒上での繁殖とおお

よそ一致した.供試 7菌株は甲州種果粒上では全 く繁

殖しないか,微弱な生育であった.しかし,Riesling,

semillon 上には良く繁殖した.Delaware上では病

斑LとM型菌株は比較的良く繁殖したが,W型菌株は

微弱な生育であった.ワックス除去処理した甲州種果

粒には全菌株とも非常に良く繁殖した.

本研究を行なうに当り実験の一部を担当された後藤

牧子君に感謝 します,
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